




 
 

はじめに 

 

令和 3 年度厚生労働省生活困窮者就労準備支援事業費等補助金(社会福祉推進事業分)を受託し､『感染

症の拡大や災害発生時における、持続的な社会福祉士養成教育の在り方に関する調査研究事業』を実施し､

調査報告書として取りまとめることができた。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、社会福祉士養成教育においては、インターネット等 ICT を活用した

授業が行われているが、その具体的な実施方法は各養成校に委ねられており、教育効果の検証や、実施上の

留意点等に関する知見は十分に蓄積されていないのが現状である。新型コロナウイルス感染拡大によって、対

面から急遽、授業の実施方法が オンライン方式に転換せざるを得ず十分な準備が実施できない中、各養成

校が都度対応を検討しながら実施せざるを得ない状況であった。令和２年度に本連盟が実施した推進事業の

養成校調査の結果では、養成校の実習指導における ICT の活用状況について、「活用した」と回答した養成

校・課程は約４割であった。実習指導における ICT 活用の教育効果については、「効果は劣るが許容範囲」が５

割弱～６割強と高い割合となっており、「ICT 活用による教育効果が対面より若干劣っている」と認識している状

況があった。実習・実習指導担当教員調査、実習指導者調査においても、同様の回答傾向があり、教育効果を

低下させない ICT の活用方法をさらに検討していく必要性が確認された。 

また、災害時にも教育を止めないための取り組みとしての事業継続計画（BCP：Business Continuity Plan）策

定状況は、「検討していない」と回答した養成校・課程が 48.8％、「すでに策定済み」「現在策定作業中」「策定

予定」と回答した養成校・課程は 23.2％、「策定するかどうかを検討中」の養成校・課程が 25％であった。「策定

していない」・「策定検討中」は、73.8％にのぼり、多くの養成校は BCP を持っていない状況であった。このこと

は、災害時に教育を含む継続すべき“事業”について中止・中断を選択せざるを得ないという現状を示している。  

これら昨年度の結果を踏まえて、ICTによる教育効果の検証と利活用方法、その留意点の精査と感染症の拡

大や災害発生時のＩＣＴの利活用を含めた養成教育継続計画（EPC：Education Continuity Plan）（以後ＥＣＰ）に

ついて検討を実施する。なお、本連盟会員の半数以上にあたる 153 校が精神保健福祉士も養成しており、両

資格の養成は、密接に関連していることから、精神保健福祉士養成教育も調査研究の対象として実施した。 

具体的な今年度実施した内容としては、以下の 5 点である。 

第 1は、感染症の拡大・災害発生・平時において、社会福祉士及び精神保健福祉士養成教育の教育効果を

高めるために、ICT をどのような形で活用しており、できるのか、また、対面による教育方法と同等なりそれ以上

の教育効果を担保するために必要な条件等について検討を行うため、ICT を活用しているモデル校を選定し、

実習教育に焦点を当てて、ヒアリング調査を実施した。モデル校の選定に際しては、養成校の種別や規模、地

域性などを勘案する。ヒアリングは、実習にかかわる教員や現任者、教育を受ける学生に行った。また ICT の活

用や ECP 成については、先駆的な取り組みのみならず、導入の困難さ、活用・策定の阻害要因についても分

析できるように、ヒアリング項目を検討・選定し、実施した。 

第 2 は、上記のヒアリングの調査項目と令和 2 年度推進事業調査結果を踏まえて、社会福祉士・精神保健福

祉士を養成する会員校に対して調査を実施した。 

第 3 は、本連盟主催の令和３年度社会福祉士・精神保健福祉士全国統一模擬試験受験者に対し、ICT によ

る教育によって学生にどのような影響があったか調査を実施した。 

第 4 は、以上の結果を踏まえて、ICT による教育効果の検証と利活用方法、その留意点について、精査を行

った。 

第 5 は、令和２年度推進事業の調査結果及び上記第 2 の結果を踏まえて、感染症の拡大や災害発生時の

ICT の利活用を含めた ECP について検討した。 



 
 

以上の調査研究の成果をまとめ、「ＩＣＴ使用の教育効果の検証」・「 ＩＣＴを使用する上での留意事項」・「ＥＣ

Ｐの策定、展開の課題」・「養成校の経営・運営における課題」の考察と課題を示し、本報告書をまとめている。

本報告書が社会福祉士・精神保健福祉士養成教育の関係者等に広く成果を活用されることを願っている。 

ここに、本調査のヒアリングにご参加頂きました教員・実習指導者・学生の皆様、量的調査にご協力頂きまし

た会員校の皆様ならびに模擬試験受験者の皆様、ほかご協力を頂きました関係団体の皆様、さらには採択頂

きました厚生労働省に、心から感謝申し上げます。 

 

                                          令和 4 年 3 月 

                             一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟 

会長  白澤 政和 



 
 

 
 

 
 

  
 

 
  

  
  

  
  

  
  

  
  

 
 

  
  

  
  

  
 

  
  

  
  

  
  

  
  

 
  

  
  

  
  
  

  



 
 

 
 

 

 
  

  
  

  
  
  

  
 

  
  

  
  

  
  

  
 
 

ECP  
 

 

  
  

  
 

  
  

  
  

  
  

  
 

  
  

  
  

  



 
 

  
  

 
  

  
  

 
 
 

  
  

  
 

  
  

 
 

   
  

  
 

 
 

  
  

   
  

  
  

 
 





1



2



3



 
 

4



5



6



7



 
 

8



 
 

9



 
 

10



11



12



13



14



15



16



17



18



19



20



21



22



23



24



25



26



27



28



29



30



･

･

･

･

･

･

31



･

･

･

･

32



  

33



 
 

 

 
 

 
 

2020 Google Class Room

2009
2019

Moodle manaba Microsoft Teams

web  
 

 

 
2020 4

Google Classroom Zoom
 

Zoom web

 
 

 

34



Zoom

100
 

 
 

2020 2021 Zoom
 

Zoom  
 
 

 
 

 
 

 
 

Zoom
Zoom

Zoom
LINE

E
 

 
 

 Google Classroom Zoom 

Google Class Room
 

35



 
 

 

 

ZOOM
Teams Teams Miro Google 
JAM BOARD

Drop Box Google Forms
Google Forms

Teams
2021 Zoom
 

2021
 

 
 

 
2021

 
 
 

 
 

 
 

 
 

36



 
 

 

1 Zoom
Zoom

 

 
Zoom

Zoom
 

 
 

 

37



 
 

 

 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

Zoom Meet

 
 

 

Zoom

 
Zoom

Zoom
Zoom

Zoom
 

Zoom
Zoom

38



24
 

MTG

Zoom  
 

 
 

30
1  

Zoom

 
web web

 

 
ALS

 
PC

39



 
 
 

 
 

 
 

 
 

Zoom

Zoom  

Zoom Meet

 

Zoom

 
 

 

Zoom

Zoom

40



 

 
 

 

 

Zoom

 

ALS

 
 
 

 
 

 
 

41



 
 

 

 

 

Zoom

 

Zoom

Zoom

Zoom

 

42



 

SV
SV

SV

SV  
 

 
 

 

 

 
 

 

 

PC

Wi-Fi PC

43



PC

web

 

 

Zoom PC

 
 

 

 

Zoom

 
 

44



Zoom LINE

 
 

 
 

PC

OFF

 

PC

 
 

 

 

 

 

45



 
2020

2021

 

46



 
 

web  

 

 

 
 

 

Zoom

 

 

 

47



 

 

 

 
 

 

 

 
web

 

 
 

 

48



 

 

 

 
 

 

 

 

 

49



 

 

 

 

 

 

50



51



52



53



54



55



56



57



58



59



60



61



62



63



64



65



66



67



68



69



70



71



72



73



74



75



76



77



78



79



80



81



82



83



84



85



86



 

 

 

 

 
 

87



 

 
Google Forms

 

 
Zoom

SNS
 

PDF

 

PC
iPad

PC
 

 

88



 

 

 

 

 

 
Google Zoom

 

 
Google

PC

89



 

 

 

 
 

 

 

 
Zoom

 

 

 

 

90



 

 

 

 

 

Zoom

91



 

 

Google

 

 

 

 

 

 
 

92



PC

  

 

 
 

 

 

 

93



 

 

SNS  

 
PC

 
 

 

 

 

 

94



Zoom
 

 

 

 
 

 
USB

web
 

 
 

95



96



97



.

98



99



100



101



102



103



104



105



106



107



108



109



110



111



112



113



114



115



116



117



118



119



120



121



122



123



0 25 50 0 25 50

124



0 50 100 0 50 100

125



0 50 100 0 50 100

126



127



128



129



130



131



132



133



134



135



136



137



138



139



140



141



142



143



144



145



146



147



148



149



150



151



152



153



154



155



156



157



158



 

1 25

 

1

2 1

3 2 1 2

 

159



1  

4-1

 

4-2

 

4-2-1 -

 

4-2-2 -

 

 

5  

6  

7  

8  

9

 

 

10  

10-1  

10-2  

11

 

12  

13

 

14

 

15

 

16  

 

17

 

18

 

19

 

160



20

 

21

 

22

 

23

 

24 17 18 19

 

25

 
 

161



162



 1  

 

 2  

 
 

 
63.0 15.0 22.0

 
 

 3  

163



 4  

 

 
 5  

 
 

164



  

 
 

 

 
N=7,983  

 
 

165



N=7207
 

 

24.3
 

 
 

 
NN=7207   

 

43.6

 

 

 
NN=7207   

 

166



 
 6  

 

 

167



 
 

168



 7

 
 

 8  

169



 
 1  

 
N-=4394  

 
 
 
 
 

170



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

171



 

N=2450  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

172



 
 

 

 

 
10  

 

173



 

20 70
 

 
p 0.05 Exp(B) 95

Exp(B)
 

 9  

 10  

174



 11  

 12  

 13  

175



 14  

 15  

 16  

176



 11  

 17  

177



18  

 

19  

178



 

179



 

180



20  

 

 
 

181



182



183



184



185



186



187



･

･

･

･

･

･

188



189



190



191



192



193



194



195



196



197



198



199



200



201



202



203



204



205



206



207



208



209



210



 
211



 
212



213



 
214



 
215



 
216



217



218



 
 

 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

 
 

 

219



220



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

221



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

222



 

 

 

 
 

 

 

223



 

 

 

 

 

224



225



226



227



 
 

 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

 
 

 

228



229



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

230



 
 

 

 

 

 

 

231



 
 

 

 

 

 

 

 

 

232



233



234



235



236



237



238



239



240



241



242



243



244



245



246



247



248



249



 
 

 

 
 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 

250



251



252



 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

253



254



255



256



257



258



259



260



261



262



263



264



1

2

265



3

4

266



5

6

267



•
•

•

7

•

•

•
•

•

8

268



これ以降はアンケートの質問紙です。

試験中は開かないでください。

試験終了後、試験官の指示に従って回答してください。

〈実施するアンケート〉

Ａ．模擬試験難易度アンケート

あなたが受験した科目に関して、それぞれあなたの印象に最も近い評価の数字をマークシートに従って塗りつ

ぶしてください。なお、受験していない科目は、空欄で構いません。

本アンケートの回答内容は、１２月上旬に郵送するあなたの成績表に記載されます。本アンケートに回答いただ

くことで、科目毎にあなたが解いたときの難易度の印象と、あなたの成績結果を比較することができます。問題

の難易度の感触と得点の実態を把握して、国家試験に向けた試験対策にお役立てください。

Ｂ．進路意向（就労状況）、養成教育におけるICT活用等アンケート

【アンケートの目的及びアンケート実施主体】

本アンケートは、一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟が、養成校在校者及び既卒者の進路意向及

び就労の状況を把握し、今後の福祉人材確保対策推進及び社会福祉分野への進学推進の参考資料、今後のソーシャ

ルワーク教育の充実のための参考資料とすること、また厚生労働省：令和３年度社会福祉推進事業「感染症の拡

大や災害発生時における、持続的な社会福祉士養成教育の在り方に関する調査研究事業」の調査報告書掲載を目

的として実施するものです。なお、本調査で得たデータは、統計的処理をした上で、報告書等で公表します。個

人が特定できる形式での公表はいたしません。

【アンケート対象】

アンケート対象は、日本ソーシャルワーク教育学校連盟が実施する「２０２１年度社会福祉士・精神保健福祉士全

国統一模擬試験」の受験者とし、マークシート形式のアンケート用紙に回答いただくものとします。回答はすべ

て統計的に処理しますので、個別の氏名、学校名、受験番号、個人の模擬試験の得点、問題の解答番号等が明ら

かになることは一切ありません。また、上記目的以外に使用することも一切ありません。

なお、本アンケートへの回答は任意です。回答の有無あるいは内容によって、あなたに不利益が生じることは

ありません。本アンケートへの回答をもって、趣旨への同意を得られたものとさせていただきます。

（注）上記アンケートＡ及びＢの回答マークシートは１枚にまとまっています。

続けて回答してください。

■ 本調査の内容・倫理・配布・回収に関するお問い合わせ先

一般社団法人 日本ソーシャルワーク教育学校連盟 事務局
〒１０８‐００７５東京都港区港南４丁目７番８号 都漁連水産会館５階
TEL :０３‐５４９５‐７２４２ FAX :０３‐５４９５‐７２１９ E-mail : suishin@jaswe.jp
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Ａ．模擬試験難易度アンケート

あなたが受験した以下の［１］～［２５］の科目に関して、それぞれあなたの印象（簡単か・難しいか）に最も近い評価の

数字をマークシートに従って塗りつぶしてください。（模擬試験で解答していない科目は塗りつぶさないでください）

［１］人体の構造と機能及び疾病

［２］心理学理論と心理的支援

［３］社会理論と社会システム

［４］現代社会と福祉

［５］地域福祉の理論と方法

［６］福祉行財政と福祉計画

［７］社会保障

［８］障害者に対する支援と障害者自立支援制度

［９］低所得者に対する支援と生活保護制度

［１０］保健医療サービス

［１１］権利擁護と成年後見制度

［１２］社会調査の基礎

［１３］相談援助の基盤と専門職

［１４］相談援助の理論と方法

［１５］福祉サービスの組織と経営

［１６］高齢者に対する支援と介護保険制度

［１７］児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度

［１８］就労支援サービス

［１９］更生保護制度

［２０］精神疾患とその治療

［２１］精神保健の課題と支援

［２２］精神保健福祉相談援助の基盤

［２３］精神保健福祉の理論と相談援助の展開

［２４］精神保健福祉に関する制度とサービス

［２５］精神障害者の生活支援システム

Ｂ．進路意向（就労状況）等アンケート

Ｑ１ あなたの年齢（年代）を選んでください。

１．２０代 ２．３０代 ３．４０代 ４．５０代 ５．６０代 ６．７０代以上

Ｑ２ 国家試験の受験予定について、当てはまるものを１つ選んでください。

１．来年（２０２２年）２月の国家試験を受験する ２．再来年（２０２３年）以降の国家試験を受験する

３．国家試験を受験する予定はない

Ｑ３ 上記Ｑ２で１または２を選んだ方にお伺いします。受験予定の国家試験を選んでください。（複数回答可）

１．社会福祉士国家試験 ２．精神保健福祉士国家試験

【実習に関する質問】

Ｑ４ あなたは学校（養成校）で実習（社会福祉士・精神保健福祉士の受験資格を得るために必要な「相談援助実

習」）を行いましたか？または新型コロナウイルス感染症の対応に伴い、代替実習（「相談援助実習」を現場の施設

以外で実施）を行いましたか？当てはまるものを１つ選んでください。

１．実習に行った・実習中である → Ｑ４‐１に進む ２．代替実習を行った・代替実習中である → Ｑ４‐１に進む

３．実習に行き、一部が代替実習だった → Ｑ４‐１に進む ４．行っていない（実習免除など）→ Ｑ５に進む

Ｑ４‐１ あなたが学校（養成校）で実習を行った分野（代替実習の場合はプログラム）をすべて選んでください。（複

数回答可）

１．高齢者福祉関係 ２．障害者福祉関係 ３．児童・母子福祉関係 ４．生活保護関係 ５．地域福祉関係

６．生活困窮者自立支援関係 ７．医療関係（精神科以外） ８．学校教育関係 ９．就業支援関係

１０．司法関係 １１．行政機関 １２．精神保健福祉関係（精神科医療機関を含む） １３．その他

Ｑ４‐２ 上記Ｑ４で１、３を選択した方（施設・機関に実習に行った方）にお伺いします。実習が就職予定先・就職活動

先（就労されている方は現在勤務先）の選択にあたり、与えた影響について、当てはまるものを１つ選んでください。

１．肯定的な影響を受けた ２．どちらかというと肯定的な影響を受けた

３．どちらかというと否定的な影響を受けた ４．否定的な影響を受けた ５．特に影響を受けなかった
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Ｑ４‐２‐１ 上記Ｑ４‐２で１、２、３、４（５以外）を選択した方にお伺いします。誰または何から影響を受けたかに

ついて当てはまるものをすべて選んでください。（複数回答可）

１．実習を行った施設・機関に影響を受けた ２．実習先の実習指導者に影響を受けた

３．実習先の職員（実習指導者以外）に影響を受けた ４．実習教育を担当する教員の影響を受けた

５．実習先の利用者等に影響を受けた ６．実習先が立地する地域に影響を受けた

Ｑ４‐２‐２ 上記Ｑ４‐２で１または２を選択した方にお伺いします。就職予定先・就職活動先（内定を得ている方は内

定先・就労されている方は現在勤務先）の選択に関して、当てはまるものを１つ選んでください。

１．実習に行った施設・機関に就職を希望しており、実習を行った分野（例：高齢、児童等）の業務への従事を希望

２．実習に行った施設・機関に就職を希望しているが、実習を行った分野以外の分野の業務への従事を希望

３．実習に行った施設・機関に就職を希望しないが、実習を行った分野への就職を希望

４．実習に行った施設・機関への就職、及び実習を行った分野への就職を希望しないが、社会福祉分野への就職を

希望

５．社会福祉分野以外への就職を希望

６．その他

【学校（養成校）、進路選択に関する質問】

Ｑ５ あなたが社会福祉分野の学校（養成校）で学ぶことを目指した（意識した）年代を１つ選んでください。

１．小学生以下 ２．中学生 ３．高校生 ４．大学生 ５．社会人 ６．その他

Ｑ６ あなたが社会福祉分野の学校（養成校）で学ぶことを目指した理由を選んでください。（複数回答可）

１．人の役に立ちたいから ２．人とかかわるのが好きだから ３．社会で重要な仕事だと思ったから

４．自分や身近な人が福祉の支援を受けたことがあるから ５．親族・友人等が福祉の仕事をしているから

６．安定している分野だと思ったから ７．親族に勧められたから ８．学校の先生に勧められたから

９．先輩に勧められたから・誘われたから １０．国家資格を取得したいから

１１．福祉に関する作品（小説・映画等）に影響を受けたから １２．その他

Ｑ７ あなたが社会福祉分野への就労を目指した（意識した）年代を１つ選んでください。

１．小学生以下 ２．中学生 ３．高校生 ４．大学生 ５．社会人 ６．その他

Ｑ８ あなたが社会福祉分野での就労を目指した理由を選んでください。（複数回答可）

１．人の役に立ちたいから ２．人とかかわるのが好きだから ３．社会で重要な仕事だと思ったから

４．自分や身近な人が福祉の支援を受けたことがあるから ５．親族・友人等が福祉の仕事をしているから

６．安定している分野だと思ったから ７．親族に勧められたから ８．学校の先生に勧められたから

９．先輩に勧められたから・誘われたから １０．国家資格を取得したいから

１１．福祉に関する作品（小説・映画等）に影響を受けたから １２．その他

Ｑ９ あなたが社会福祉分野への就労や学校（養成校）を目指した際、周囲に否定的な反応を示した方はいました

か？当てはまる人を選んでください。（複数回答可）

１．実習先の実習指導者 ２．実習先の職員 ３．ボランティア先の職員 ４．アルバイト先の職員

５．実習先やボランティア先の利用者 ６．学校（養成校）の先生

７．学校（養成校）の就職をサポートする職員 ８．友人・同級生・同僚 ９．先輩 １０．親族

１１．小学・中学・高校の先生 １２．否定的な反応を示した人はいない

― 56 ―

271



【就職、就職活動に関する質問】

Ｑ１０ あなたの現在の就職、就職活動の状況を１つ選んでください。

１．既に就労中 ２．内定 ３．就職活動中 ４．これから就職活動をする ５．進学（大学院等） ６．その他

Ｑ１０‐１ 上記Ｑ１０で２を選択した方にお伺いします。本年度に内定が出た時期を１つ選んでください。

１．４月～５月頃 ２．６月頃 ３．７月頃 ４．８月頃 ５．９月頃 ６．１０月頃 ７．その他

Ｑ１０‐２ 上記Ｑ１０で１または２を選択した方にお伺いします。就労形態を１つ選んでください。

１．常勤（正職員） ２．非常勤 ３．内定中で国家試験の合否等で変わる ４．その他

Ｑ１１ あなたの志望する就職予定先・就職活動先（就労されている方は現在勤務先）の分野をすべて選んでくださ

い。（複数回答可）

１．高齢者福祉関係 ２．障害者福祉関係 ３．児童・母子福祉関係 ４．生活保護関係 ５．地域福祉関係

６．生活困窮者自立支援関係 ７．医療関係（精神科以外） ８．学校教育関係 ９．就業支援関係

１０．司法関係 １１．行政機関 １２．精神保健福祉関係（精神科医療機関を含む） １３．その他

Ｑ１２ あなたの就職予定先・就職活動先（就労されている方は現在勤務先）の運営主体を１つ選んでください。

１．社会福祉法人（社会福祉協議会を除く） ２．医療法人（病院等） ３．国・地方公共団体

４．特定非営利活動法人（NPO法人） ５．社会福祉協議会 ６．福祉に関係する一般企業 ７．一般企業

８．その他

Ｑ１３ あなたが就職予定先・就職活動先（就労されている方は現在勤務先）を選ぶにあたって、影響のあった学校

（養成校）の在学中の体験等のうち、当てはまるものを３つまで選んでください。

１．学校（養成校）で履修した座学の授業の内容 ２．学校（養成校）で履修した実習

３．学校（養成校）で履修した演習科目 ４．ゼミ教育 ５．ボランティア活動 ６．アルバイト経験

７．部活・サークル活動 ８．就職活動 ９．その他

Ｑ１４ あなたが就職予定先・就職活動先（就労されている方は現在勤務先）を選ぶにあたって、学校（養成校）の

在学中に影響を受けた人のうち、当てはまるものを３つまで選んでください。

１．実習先の実習指導者 ２．実習先の職員 ３．ボランティア先の職員 ４．アルバイト先の職員

５．実習先やボランティア先の利用者 ６．学校（養成校）の先生

７．学校（養成校）の就職をサポートする職員 ８．友人・同級生・同僚 ９．先輩 １０．親族

１１．小学・中学・高校の先生 １２．影響を受けた人はいない

Ｑ１５ あなたが就職予定先・就職活動先（就労されている方は現在勤務先）を選ぶ上で重視することについて、当

てはまるものを５つまで選んでください。

１．仕事のやりがいがある ２．給料・賃金が高い ３．労働時間や休日の取得が希望に沿う

４．職場の環境（建物・立地等）が良い ５．自宅から通勤が可能

６．就職後のキャリアアップが用意されている ７．職場の人間関係が良好 ８．雇用が安定している

９．実施事業や業務内容が魅力的である １０．地域に密着した活動を行っている

１１．地域での評判が良い
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Ｑ１６ 就職（就労されている方は転職）に関する情報をどこから得ていますか？（複数回答可）

１．学校（養成校）の求人情報 ２．求人情報会社のウェブサイト、SNS

３．就職予定先・就職活動先の法人等のウェブサイト、SNS ４．都道府県別の福祉人材センター

５．全社協の福祉のお仕事 ６．ハローワーク ７．インターンシップ ８．専門職団体のウェブサイト

９．就職説明会（合同含む） １０．教員 １１．先輩や卒業生 １２．その他

【新型コロナウイルス感染症の対応及び養成教育におけるICT活用に関する質問】（該当する学校（養成校）の在学

生のみ回答）

Ｑ１７ 学校（養成校）での相談援助実習指導、精神保健福祉援助実習指導の科目における遠隔授業の実施の有無及
び感想をお伺いします。当てはまるものをすべて選んでください。（複数回答可）

１．ICTを一切使わずすべて対面にて実施した（通常通り）→この１を選んだ場合、他の選択肢へのマークはしないでください

２．通常の授業と遜色がなく分かりやすかった ３．通常授業より良かった

４．遠隔授業で自分の時間が有効に使えた ５．授業を受けるためのシステムの操作が難しかった

６．授業内容を理解するのが難しかった ７．長時間、PC等を使用することの疲労感、負担感があった

８．グループワークやディスカッションが難しかった ９．担当する先生の操作や進行が不慣れだった

１０．履修登録や出席確認、レポート提出など授業以外の操作や手続きが難しかった

１１．先生や同級生とコミュニケーションが取りにくかった １２．実習免除だった １３．当てはまるものはない

Ｑ１８ 学校（養成校）での相談援助演習、精神保健福祉援助演習の科目における遠隔授業の実施の有無及び感想を
お伺いします。当てはまるものをすべて選んでください。（複数回答可）

１．ICTを一切使わずすべて対面にて実施した（通常通り）→この１を選んだ場合、他の選択肢へのマークはしないでください

２．通常の授業と遜色がなく分かりやすかった ３．通常授業より良かった

４．遠隔授業で自分の時間が有効に使えた ５．授業を受けるためのシステムの操作が難しかった

６．授業内容を理解するのが難しかった ７．長時間、PC等を使用することの疲労感、負担感があった

８．グループワークやディスカッションが難しかった ９．担当する先生の操作や進行が不慣れだった

１０．履修登録や出席確認、レポート提出など授業以外の操作や手続きが難しかった

１１．先生や同級生とコミュニケーションが取りにくかった １２．当てはまるものはない

Ｑ１９ 学校（養成校）での相談援助実習、精神保健福祉援助実習を行った方にお伺いします。代替実習の実施の有
無及び感想について、当てはまるものをすべて選んでください。（複数回答可）

１．ICTを一切使わずすべて対面にて実施した（通常通り）→この１を選んだ場合、他の選択肢へのマークはしないでください

２．通常の授業と遜色がなく分かりやすかった ３．通常授業より良かった

４．実習指導者の指導が受けられなかった ５．利用者に直接かかわることが一切できなかった

６．実習先の施設に行けなかった ７．代替のプログラムの内容が分かりにくかった

８．実習報告会などで体験を共有できなかった ９．担当する先生の説明や進行、指導が不慣れだった

１０．実習に行かず資格を取ることが不安だ １１．実習免除だった １２．当てはまるものはない

Ｑ２０【社会福祉士模擬試験受験者】Ｑ１７・Ｑ１９の両方またはいずれかで１以外を選んだ方（ICTを使用した感想を
回答した方）にお伺いします。相談援助実習指導・実習受講時にICTを使用した場面について、当てはまるものを
すべて選んでください。（複数回答可）

１．対面実習（通常通り）でICTを活用した ２．代替実習でICTを活用した

３．巡回指導でICTを活用した ４．帰校日指導でICTを活用した
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Ｑ２１【社会福祉士模擬試験受験者】相談援助実習指導・実習を受講して、あなたが達成できたと思うものをすべ
て選んでください。（複数回答可）

（実習指導）

１．ソーシャルワーク実習の意義について理解する

２．社会福祉士として求められる役割を理解し、価値と倫理に基づく専門職としての姿勢を養う

３．ソーシャルワークに係る知識と技術について具体的かつ実践的に理解し、ソーシャルワーク機能を発揮するた

めの基礎的な能力を習得する

４．実習を振り返り、実習で得た具体的な体験や援助活動を、専門的援助技術として概念化し理論化し体系立てて

いくことができる総合的な能力を涵養する

（実習）

５．ソーシャルワークの実践に必要な各科目の知識と技術を統合し、社会福祉士としての価値と倫理に基づく支援

を行うための実践能力を養う

６．支援を必要とする人や地域の状況を理解し、その生活上の課題（ニーズ）について把握する

７．生活上の課題（ニーズ）に対応するため、支援を必要とする人の内的資源やフォーマル・インフォーマルな社

会資源を活用した支援計画の作成、実施及びその評価を行う

８．施設・機関等が地域社会の中で果たす役割を実践的に理解する

９．総合的かつ包括的な支援における多職種・多機関、地域住民等との連携のあり方及びその具体的内容を実践的

に理解する

Ｑ２２【精神保健福祉士模擬試験受験者】Ｑ１７・Ｑ１９の両方またはいずれかで１以外を選んだ方（ICTを使用した感
想を回答した方）にお伺いします。精神保健福祉援助実習指導・実習受講時にICTを使用した場面について、当て
はまるものをすべて選んでください。（複数回答可）

１．対面実習（通常通り）でICTを活用した ２．代替実習でICTを活用した

３．巡回指導でICTを活用した ４．帰校日指導でICTを活用した

Ｑ２３【精神保健福祉士模擬試験受験者】精神保健福祉援助実習指導・実習を受講して、あなたが達成できたと思
うものをすべて選んでください。（複数回答可）

（実習指導）

１．ソーシャルワーク（精神保健福祉士）実習の意義について理解する

２．精神疾患や精神障害のある人のおかれている現状を理解し、その生活の実態や生活上の困難について理解する

３．ソーシャルワーク（精神保健福祉士）実習に係る個別指導及び集団指導を通して、精神保健福祉士が行うソー

シャルワークに係る知識と技術について具体的かつ実際的に理解し実践的な技術等を体得する

４．精神保健福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求められる課題把握等、総合的に対応できる能力

を習得する

５．具体的な実習体験を、専門的知識及び技術として概念化し理論化し体系立てていくことができる能力を涵養す

る

（実習）

６．ソーシャルワーク実習を通して、精神保健福祉士としてのソーシャルに係る専門的知識と技術の理解に基づき

精神保健福祉現場での試行と省察の反復により実践的な技術等を体得する

７．精神疾患や精神障害、メンタルヘルスの課題をもつ人びとのおかれている現状に関する知識をもとに、その生

活実態や生活上の課題についてソーシャルワーク実習を行う実習先において調査し具体的に把握する

８．実習指導者からのスーパービジョンを受け、精神保健福祉士として求められる資質、技能、倫理、自己に求め

られる課題把握等、総合的に対応できる能力を習得する

９．総合的かつ包括的な地域生活支援と関連分野の専門職との連携のあり方及びその具体的内容を実践的に理解す

る
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Ｑ２４ Ｑ１７・Ｑ１８・Ｑ１９のすべてまたはいずれかで１以外を選んだ方（ICTを使用した感想を回答した方）にお伺

いします。授業で使用したICTをすべて選んでください。（複数回答可）

１．LSM（Moodleなど学習を管理するシステム） ２．SNS（LINE、Facebookなど）

３．テレビ会議システム（Zoomなど） ４．その他

Ｑ２５ 新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により、就職活動に変化は生じましたか？当てはまるものをすべて

選んでください。（複数回答可）

１．特に問題はない・既に内定している ２．施設・機関の見学や訪問ができなかった

３．面接などの選考スケジュールの調整に時間を要した ４．選考スケジュールが延期になった

５．選考自体が中止になった ６．OG・OBとの面会等の交流がもちにくくなった

７．面接・見学時の移動に困難さが生じた ８．志望条件（所在地・給与水準・福利厚生・雇用形態等）を変更した

９．福祉業界への就職をとりやめた（他業種への就職活動中・既に内定を得ている場合もこちらへ回答）

１０．養成校からの就職支援を受けにくくなった

１１．経済状況の変動により、就職活動にかかる費用の捻出が難しい １２．就職の予定はない（進学等）

１３．その他
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